
ついつい大き
な声でどなっ
てしまう。

子どもがちっと
も言うことをき
いてくれない。

わたしの気持ちが
わからないの？



まさに「親の心 子知ら
ず」ですが、子どもは反対に、
「子の心 親知らず」なので
す。



親は親として子どもを育て
なければならないという責任
感をもっています。



しかし、子どもは、そんな
ことには無頓着で、自分の思
うように育ちたいのです。

どうしたらよいのでしょう
か？

気持ちをちゃんと伝えるしか
ありません。



ずっとがまんをしていたの
に、なかなか言うことをきか
ないので、つい大声をあげて
しまうことは、だれでも経験
のあることです。

これは、子どもに「あなたが
片付けないからいけないの
よ」「あなたが何とかしなさ
い」という「あなたメッセー
ジ」です。

でも、そうなるまでに、あな
たには、どんな気持ちがあっ
たでしょうか？

その気持ち伝わってますか？



「すぐに片付けができないな

んて情けない。」

「どんな子になるか心配。」
「早く片付けないと夕食の準

備もできないじゃない。」

いろんなことを思っていたの
ではないでしょうか。

子どもは、あなたの気持ちは
わかりません。ちゃんと、伝
えることが必要です。



「片付けてほしいのは、どう
してですか。」

「それをしないとあなたはど
んな気持ちなのですか。」

そのことを子どもに伝える
ことです。

それが「わたしメッセー
ジ」です。

あなたがどんな気持ちでい
るのかが理解できれば、片付
けることもできます。その時
は、「ありがとう」「助かる
よ」と笑顔を送ってください。

子どもの考える力と主体性
が伸びますよ。



がまんできなくなってどなっ
てしまう気持ちもわかります。

でも、相手の行動を面と向かっ
て否定するより、相手の行動を批
判がましくなく伝え、その行動で
どんな影響があり、自分はどんな
気持ちなのかを伝えることです。

あなたメッセージよりも、わた
しメッセージの方が、より伝わり
やすい言い方です。



約束を一緒決めて、取り組む
ことも一つの方法です。岐阜県
では、「『話そう！語ろう！わ
が家の約束』運動」を推進して
います。

約束で子どもを縛るのではな
く、約束を通して、子どもと気
持ちを伝えあいながら、できる
ようにしていく運動です。

大事なのは、気持ちを伝えあ
うことなのです。

親子でお互いに意見が違うこ
とがあるのならば、解決策を一
緒に考えて、取り組みましょう。



I 法は、親が「こうすればいい
じゃない」と子どもに伝える方法で
す。これでは、親の言うなりです。
子どもは納得がいきません。

Ⅱ法は、子どもが「こうすればい
いじゃない」と親に伝える方法です。
自分の都合のよいこととばかりで、
親は納得できません。

そこでⅢ法です。親と子が話し
合って納得できる解決策をともに考
えるのです。お互い納得できれば、
解決策を実行することができます。
うまくいかなければ、再度、話し合
います。

子どもの問題解決能力が高まりま
すよ。



「『話そう！語ろう！わが家
の約束』運動」の実践カードは、
県のホームページにアップされ
ています。

取り組みは三段階です。

１ 家族で話し合って「わが家

の約束」を決めます。

２ 取組を実践カード等に記録

します

３ 実践中や実践後に、家族で

互いの思いを伝え合います。

【
西
濃
実
践
カ
ー
ド
】



お互いの思いを伝えあいながら、
一緒にがんばることで、親と子の
絆も強まります。

何度も同じことでトラブルにな
る前に、一緒にルールを話し合っ
て、取り組んでみてはどうでしょ
う。

達成した時には、何かおいしい
ものを食卓に出して、乾杯しても
いいですね。


